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研究成果の概要（和文）：外国人および民族的少数者の態様に応じた人権をめぐる憲法解釈方法

について、諸外国の学説、判例を比較分析しつつ、外国人および民族的少数者の権利の実現の

ための法制度のあり方を検討する研究。 

 
研究成果の概要（英文）：This is a comparative study on human rights for foreigners and 
ethnic minorities, analyzing foreign theories and cases, which discusses legal system 
for their rights improvement. 
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１．研究開始当初の背景 

（1）研究代表者は、「外国人の市民権」に関

する共同研究において、すでに「3 ゲートモ

デル」に基づいて、非正規滞在者、有期の正

規滞在者、永住市民という 3 類型における外

国人の態様に応じた欧米諸国の社会学説な

いし政治学説を紹介検討しながら、日本国憲

法の解釈に応用する可能性への着想を得て

いた。しかし、従来の研究は、社会学や政治

学の観点からのものが多く、憲法解釈上の考

察は、参政権など一部の権利の分析にとどま

っていた。本研究は、この研究を継承・発展

させ、憲法解釈手法の違いを各国の学説と判

例をもとに分析し、こうした基礎研究を具体

的な裁判所への鑑定意見書や委員として参

加している総務省の多文化共生推進に関す

る研究会などでの報告書へと応用する。 

 

（2）本研究は、日本の憲法学において外国

人の人権享有主体性をめぐる通説・判例とし

ての性質説という解釈手法を他の立憲主義

諸国の憲法解釈手法と比較検証しながら、そ

の問題点と克服方法を導くための基礎研究

としての意義を有する。 
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２．研究の目的 

（1）本研究は、外国人および民族的少数者

の態様に応じた人権をめぐる憲法解釈方法

について、諸外国の学説、判例を比較分析し

つつ、外国人および民族的少数者の権利の実

現のための法制度のあり方を検討すること

を目的とする。 

 

（2）本研究は、多文化共生法学の新地平を

切り開くべく、比較憲法解釈の基礎研究と具

体的な法制度の制度設計を検討する応用研

究を行うものである。 

 

３．研究の方法 

 

（1）外国人の人権に関する比較研究を中心

に行う予定であったが、移民政策学会を創設

し、記念講演の報告を担当する必要があり、

日本の多文化共生法制の進展のためにも、最

終年度に予定していた基本法制の研究にも

少し早めに取り組んだ。 

 

（2）民族的少数者の人権をめぐる憲法解釈

手法を比較検討しつつ、多文化共生法制の研

究に取り組んだ。 

 

（3）これまでの比較研究をもとに、日本に

おける多文化共生社会の実現のための具体

的な基本法制と憲法解釈手法のあり方を示

した。 

 

４．研究成果 

 

（1）多文化共生法学の地平を切り開くべく、 

外国人と民族的少数者をめぐる憲法解釈の

あり方を検討した。 

 

（2）多文化共生法制の比較研究を行い、移

民統合政策指数に関する国際的な調査研究

において、日本の調査報告者を任せられた。

これをもとに、欧米諸国との比較に着手して

いる。 

 

（3）すべての人の教育を受ける権利と国の

初等教育を提供する義務に関する社会権規

約・子どもの権利条約に対応する憲法 26 条

の整合的な新たな解釈を示し、国際人権法学

会、移民政策学会、日本学術会議で報告した。 

 

（4）多文化共生政策に関する基本所を編集

し、多文化共生担当の自治体職員の研修に活

かし、多文化共生法制に関し、国（総務省）

や自治体（愛知県・可児市）の担当者に助言

している。 
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